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機械数理工学科では、工学部の4年間に加え、大学院自然

科学教育部博士前期課程機械数理工学専攻2年間と連携し

た6年間の一貫教育体制を整えています。また本学科では、

機械工学、機械システム、数理工学に関する高い専門知識

を有し、それらを組み合わせて広範な問題解決に活かせる

分野融合型技術者、研究者、教育者を育成することを目的

としています。

1年次ではまず、幅広い知識を習得するために教養科目を

中心に学習するほか、学部共通の「工学基礎科目」である

「物理・化学ⅠおよびⅡ」、

「数学演習ⅠおよびⅡ」、

「工学基礎実験」等の科

目を履修します。また、機械・

数理系教育分野に共通に必要

な専門基礎力、および実践英語力を

しっかり身につけることを目的として、「学科基盤科目」であ

る「工業力学」「プログラミング情報処理」「微分方程式」等の

科目を履修します。

教育内容教育内容

｢工学基礎実験｣の授業風景。エンジンを分解中 ライントレースカーを用いた「プログラミング」の授業風景 少人数クラスでの講義風景

機械数理工学科は、ものづくりの基幹技術である機械工学と高度なシス

テム技術に必要な数理工学を組み合わせて、広範な問題解決に活かせる

グローバルな視野を持つ技術者、研究者、教育者を目指す人を求めています。

本学科は「機械工学」、「機械システム」、「数理工学」の３つの教育プログラム

から構成されます。工学と数学の垣根を越えた教育プログラムの展開により、

工学と数学の基礎的な知識と技術を兼ね備え、さまざまな問題に実践的に

応用できる人材を育成します。

2年次からは、下記の３つの専門教育プログラムに
分かれて学習します。

機械工学教育プログラムでは、ものづ

くりの基幹となる機械要素技術（熱・

流体、エネルギー変換、材料強度、

精密加工など）の専門知識と技術、なら

びにこれらを幅広い問題に対して実践

的に活かすことができる基礎力と応用

力を有する人材を育成します。

機械工学
教育プログラム

機械システム教育プログラムでは、生

産プロセス（機械システムの設計、コン

ピュータ技術を駆使した信号の計測処

理・システム制御など）に関する知識と

技術、ならびにこれらを幅広い問題に

実践的に活かすことができる基礎力と

応用力を有する人材を育成します。

機械システム
教育プログラム

数理工学教育プログラムでは、数学、

物理など数理工学の知識・能力の基礎

となる自然科学に関する学問を十分に修

得することで、基礎学問の知識を応用し

て、工学分野における様々な問題を解

決するために必要な数理工学的手法を

理解・開発できる人材を育成します。

数理工学
教育プログラム

機械数理工学科
基礎を教え、応用で鍛え、実践で揉む
機械数理の人材育成

ヒトにやさしいモノをつくる
      モノを生み出すヒトをつくる
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医療材料

医療材料分野では、工作機械の高精度

化・システム化のための設計・製作技術

の開発や新しい精密加工法の開発、各種

材料の溶接・接合法の開発とその界面の

原子スケール構造解析、部材の強度・

変形および破壊現象に関する研究、摩擦・

摩耗学やマイクロ・ナノ工学を基軸とした

医療・住環境関連機器の開発などに取り

組んでいます。

機械 ・エネルギー創生

機械・エネルギー創生分野では、エネルギーの有効利用と環

境負荷低減のため、マイクロチャンネルとマイクロバブルを

利用した機器、流体機器の内部流動特性とその数値解析、高

度な熱輸送機器の開発と熱輸送特性の解析などを教育・研究

しています。

研究内容研究内容

機械システム設計

機械システム設計分野では、高温、高圧、衝撃

などが加えられるような環境における材料の

挙動とそれに関連する各種の現象について総

合的な教育研究を行っています。これらの研

究成果は、自動車や航空機などの先進的な機

械を作るのに利用されています。

手のひらサイズの医療診断デバイス

ロボット・制御・計測

ロボット・制御・計測分野では、新しい原理に

基づくセンサーと計測手法、適応制御などの先

端的制御アルゴリズム、機械システムやロボッ

トの自動化を超えた知能化などの研究に取り組

んでいます。

橋梁の橋脚や構造物の壁面を登はんして検査する装置の開発

工具変形の数値シミュレーション

マイクロバブル発生装置と
ミスト発生装置の産業への応用

直径が数十μm（1μm=1／1000mm）のマイク

ロバブルあるいは微細な液滴を発生できる独

自に開発した装置の幅広い産業分野への応用

を目指した研究です。

音響式表面積センサー　

超音波アレイセンサと位置測定結果

太陽電池でマイクロバブルを作り海水を浄化

高速で熱を伝えるべーパーチャンバー
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情報数学

代数系や離散数学等の様々な数理構造の研究を基盤として、

「情報」に関わる素材を対象とした数学を通して、広い意味で

の情報学を深く理解するための基礎理論の構築およびその応

用研究を行っています。

応用数理解析
応用数理解析分野では情報数学および非線形解析に関する研究を行っています。

確率統計科学
確率統計科学分野では確率解析および統計科学に関する研究を行っています。

ランダムウォーク

確率解析

様々な非決定論的現象を記述する確率モデルを考え、その現

象を深く理解するための理論的展開をはじめ、工学系全般に

幅広く現れるランダム現象の解析に応用する方法について教

育研究を行っています。

二次元正規分布の確率密度関数

計算機を用いた統計解析

統計科学

ICTの発達に伴いビッグデータを扱えるように

なった現代において増大するデータサイエンス

へのニーズに応えるべく，データサイエンスの

基礎となる統計的手法に関する理論的な研究

とその応用に関する研究を行っています。

非線形解析

様々な物理現象・工学的現象を記述する偏微分方程

式に関する研究を行っています。現象を深く理解する

ための理論の構築をはじめ、視覚的な理解を深める

ための計算機を用いた数値シミュレーションも行っ

ています。

光ファイバー内の信号

超音速圧縮性流れの数値計算

実際の株価の変動

通信網におけるグラフ理論の応用

暗号理論が活用された技術

2524
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ノづくりの根元となる機械要素技術が様々な分野で応用でき

るよう研究に取り組んでいる川島 扶美子准教授。とくに力

を入れているのが『高温強度』で、金属が高温でどのような強度を示

すかの研究を行っています。「具体的には650℃の高温に金属を加

熱して荷重をかけ続ける『クリープ試験』というもので、試験機に金属

（ハガネ）を固定し、重りで荷重をかけてハガネを引っ張ったまま炉で

加熱します。温度と時間を測りながら破断、つまり損傷が生じる過程

を観察しますが、たとえば50％、75%、90％の状態を比較したい場

合、破断まで３カ月だとすると1. 5カ月経過した時点で実験を止めて

カットすれば、50％の損傷が生じた断面を観察できるわけです」

　とくに川島准教授のもとでは、学生による協力のもと、マンパワー

を生かした試験を行っているのが特徴です。「２メートル四方程度の

シート状になった金属組織写真に現れる損傷を手作業で数えてもらう

とか。人手がないと出来ない大量な観察をもとにデータを集めていま

す。学生たちは苦労していますよ、構内の廊下に大きなシートを広げ

て地道な作業ですから。ですが、こうした研究結果によって、損傷

が見つかった場合に残り何年もつかを予想できるようになります。これ

までに火力発電所で『TypeⅣ（フォー）損傷』と呼ばれるクリープによ

る損傷事故がたびたび起きていますが。同様の事故が発生した場

合の判断材料として役立つことを目指しています」

マンパワーを生かした長期試験が大学の強み

モノを設計・製作する
基礎を身につけ、
幅広い分野で活躍

P R O F I L E

1988年 熊本大学教育学部附属中学校卒業、1991年 熊本県立熊本高等学校
卒業、1996年 東京大学工学部機械工学科卒業、1998年 東京大学大学院工学
系研究科修士課程 機械工学専攻 修了、同年 （株）三菱重工業へ入社。2008年 
熊本大学大学院自然科学研究科 博士後期課程 産業創造工学科 修了、2011年
（株）三菱重工業退社。同年4月に熊本大学大学院自然科学研究科へ採用。

川島 扶美子 Fumiko  KAWASHIMA

准教授
工学部 機械数理工学科
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卒業後の進路

● 進  学 … 
熊本大学大学院（博士後期課程を含む）、

他大学大学院

● 就  職　　

化学・石油・食品・バイオ… 
三菱ケミカル、帝人、旭硝子、住友化学、

宇部興産

鉄鋼・金属 … 
新日鐵住金、日立金属、三菱マテリアル、

日本鋳鍛鋼

機械・精密 … 
トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業、

マツダ、スズキ、トヨタ自動車九州、IH I、

富士重工業、川崎重工業、日立造船、

佐世保重工業、三井造船、酉島製作所、クボタ、

ダイハツ、いすゞ自動車、京セラ、

アイシン・エィ・ダブリュ、

牧野フライス、宇部興産機械、

菱友システム技術 

電機 … 
パナソニック、三菱電機、富士電機、安川電機、

住友電気工業、東京エレクトロン、村田製作所、

戸上電機製作所、スタンレー電気、

富士通ゼネラル、日本電産

情報通信・ソフトウェア … 
富士通、日本アルゴリズム、東レ、

東芝メディカルシステムズ、NTTデータ九州、

RKKコンピューターサービス

公務員・教員・研究機関 … 
宮崎市役所、八代農業高等学校、

大分豊府高等学校、東海大学附属星翔高等学校

その他業種  … 
九州電力、全日本空輸、熊本銀行、WDB工学、

西日本プラント工業、日本海事協会、LIXIL、

日鐵住金建材、西日本高速道路エンジニアリング、

有人宇宙システム  

● その他 … 
教員採用試験受験準備、大学院受験準備、

公務員受験準備 

進学・就職状況

クリープ試験後の破断した試験片 引張圧縮や各種波形の疲労試験が可能な材料強度試験装置

　ちなみに川島准教授が学部で教えているのは、『材料力学』と『設

計製図』。また『機械工学実験』の授業では、引張試験を学生に実

習させています。実験機を使い、ハガネに室温で引張り負荷をかけ、

金属の力と変形の関係を理解します。「１年次の『材料力学１』では、

たとえば金属の軸をねじるときに長さや直径をもとにある角度まで

ねじるために必要な力の求め方などを理解し、２年次の『材料力学

２』では梁を２点で支えて荷重をかけた場合の変形の求め方などを

学びます。１年の頃に授業で学んだことをベースに２年に上がります

から、モノを設計・製作するための基礎が身につきます」。さらに３

年次で学ぶ『設計製図』は、個々の学生ごとに与えられた数値をもと

に重いモノを持ち上げる装置の設計図作成に取り組みます。

　「機械系学科は、幅広い業界へ就職できることが強み」と語る、川

島准教授。「卒業生の就職先は自動車、製鉄、製造、化学メー

カー、プラントメーカーなど。なかには公務員になる人もいます。公

務として様々な仕事がありますから需要があるんですよ。今の時代、

どの業界も機械は必須。将来を決めかねている人は機械系の分野

へ進んでおくと、将来の選択肢が広がると思います」

う一つ取り組んでいるのが、『ゴムの材料特性』の研究です。

「金属の場合、変形と荷重の関係性は知られていますが、ゴ

ムはこれと断言できる結果が見つかっていません。どういう力でどのよ

うに変形するか。或いは、どんな変形によってどのような力をもたらすか。

そもそもゴムは劣化しやすい材料ですから劣化試験も合わせて、半年

から 1年がかりで研究を行います」。これらの結果から分かるのは、

使用条件による耐久性。身近なものではタッパーなどのパッキンや防振

材の性能改善などが期待できます。

モ

も

クリープ試験機。1200℃まで加熱可能ですが、通常は650℃で使用しています。
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　とくに川島准教授のもとでは、学生による協力のもと、マンパワー

を生かした試験を行っているのが特徴です。「２メートル四方程度の

シート状になった金属組織写真に現れる損傷を手作業で数えてもらう

とか。人手がないと出来ない大量な観察をもとにデータを集めていま
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学びます。１年の頃に授業で学んだことをベースに２年に上がります
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務として様々な仕事がありますから需要があるんですよ。今の時代、

どの業界も機械は必須。将来を決めかねている人は機械系の分野

へ進んでおくと、将来の選択肢が広がると思います」

う一つ取り組んでいるのが、『ゴムの材料特性』の研究です。

「金属の場合、変形と荷重の関係性は知られていますが、ゴ

ムはこれと断言できる結果が見つかっていません。どういう力でどのよ

うに変形するか。或いは、どんな変形によってどのような力をもたらすか。

そもそもゴムは劣化しやすい材料ですから劣化試験も合わせて、半年

から 1年がかりで研究を行います」。これらの結果から分かるのは、

使用条件による耐久性。身近なものではタッパーなどのパッキンや防振
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材料・応用化学科では、「応用生命化学」、「応用物質化学」、

「物質材料工学」の各分野に関する高度な専門知識と専門技術

により、社会に貢献できる研究者および技術者の育成を目的

としています。工学部（４年間）での教育プログラムは、大学院

（自然科学教育部博士前期課程）の材料・応用化学専攻（２年

間）と連携した６年一貫の教育プログラムを整えおり、大学院

へ進学することで、専門性をさらに高めることができます。本

学科では、１年次において高校教育からの橋渡しとして学部

共通の「工学基礎科目」である「物理・化学ⅠおよびⅡ」、「数学

素材を作り、素材を活かす！
　　化学が挑む　物質と生命の協奏

演習ⅠおよびⅡ」、「工学

基礎実験」等の科目を履

修します。また、材料・

応用化学系教育分野に必要

な専門家基礎力、および実践英

語力をしっかり身につけることを目的

として、「物質材料工学」、「有機科学基礎・無機化学基礎」、「物理

学基礎」等の科目を履修します。

教育内容教育内容

材料・生命・化学の融合

細胞実験の様子 化学実験の様子 材料工学実験（走査型電子顕微鏡による金属組織の観察）

材料・応用化学科では、「応用生命化学」、「応用物質化学」、「物質材料工学」

の３つの教育プログラムを設置しており、各分野における専門知識と専門技

術をもち、豊かな社会の持続的発展に寄与することのできる人材の育成を

目標に、教育・研究に取り組んでいます。人間社会が自然環境と調和しな

がら発展していくためには、物質や生命を原子・分子レベルから理解し、革

新的、独創的な物質および技術を開発して、環境、エネルギーなどの諸問

題を解決していくことが必要です。

本学科では、これらの課題に対してグローバルな視点と論理的な思考力、果

敢な実行力をもって研究、開発を推進することのできる専門的知識・技術

を総合的に修得するための教育を実施しています。

2年次からは、下記の３つの専門教育プログラムに
分かれて学習します。

応用生命化学教育プログラムでは、生命化

学分野における幅広い専門知識と技術をも

ち、先駆的、挑戦的な課題に取り組むとと

もに、国際社会においてグローバルな視点

で様々な問題を積極的かつ柔軟に解決する

ことのできる研究者、技術者となりうる人

材を育成することを目的としています。

応用生命化学
教育プログラム

応用物質化学教育プログラムでは、物質化

学分野における幅広い専門知識と技術をも

ち、先駆的、挑戦的な課題に取り組むとと

もに、国際社会においてグローバルな視点

で様々な問題を積極的かつ柔軟に解決す

ることのできる研究者、技術者となりうる

人材を育成することを目的としています。

応用物質化学
教育プログラム

物質材料工学教育プログラムでは、材

料工学とそれに関連する一般工学の基

礎知識に加え、材料工学の視点からグ

ローバルに課題を探求し、計画的・協

調的に課題を解決して社会に還元でき

る能力を備えた技術者や研究者を育て

ることを目的にしています。

物質材料工学
教育プログラム

材料・応用化学科

応
用
生
命
科

学 物質
材
料
工
学

応用物質化学

材料・応用
化学科

マグネシウム結晶

34 35

学科案内 材料・応用化学科



材料・応用化学科では、「応用生命化学」、「応用物質化学」、

「物質材料工学」の各分野に関する高度な専門知識と専門技術

により、社会に貢献できる研究者および技術者の育成を目的

としています。工学部（４年間）での教育プログラムは、大学院

（自然科学教育部博士前期課程）の材料・応用化学専攻（２年

間）と連携した６年一貫の教育プログラムを整えおり、大学院

へ進学することで、専門性をさらに高めることができます。本

学科では、１年次において高校教育からの橋渡しとして学部

共通の「工学基礎科目」である「物理・化学ⅠおよびⅡ」、「数学

素材を作り、素材を活かす！
　　化学が挑む　物質と生命の協奏

演習ⅠおよびⅡ」、「工学

基礎実験」等の科目を履

修します。また、材料・

応用化学系教育分野に必要
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語力をしっかり身につけることを目的
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学基礎」等の科目を履修します。

教育内容教育内容

材料・生命・化学の融合

細胞実験の様子 化学実験の様子 材料工学実験（走査型電子顕微鏡による金属組織の観察）

材料・応用化学科では、「応用生命化学」、「応用物質化学」、「物質材料工学」

の３つの教育プログラムを設置しており、各分野における専門知識と専門技

術をもち、豊かな社会の持続的発展に寄与することのできる人材の育成を

目標に、教育・研究に取り組んでいます。人間社会が自然環境と調和しな

がら発展していくためには、物質や生命を原子・分子レベルから理解し、革

新的、独創的な物質および技術を開発して、環境、エネルギーなどの諸問

題を解決していくことが必要です。

本学科では、これらの課題に対してグローバルな視点と論理的な思考力、果

敢な実行力をもって研究、開発を推進することのできる専門的知識・技術

を総合的に修得するための教育を実施しています。

2年次からは、下記の３つの専門教育プログラムに
分かれて学習します。

応用生命化学教育プログラムでは、生命化

学分野における幅広い専門知識と技術をも

ち、先駆的、挑戦的な課題に取り組むとと

もに、国際社会においてグローバルな視点

で様々な問題を積極的かつ柔軟に解決する

ことのできる研究者、技術者となりうる人

材を育成することを目的としています。

応用生命化学
教育プログラム

応用物質化学教育プログラムでは、物質化

学分野における幅広い専門知識と技術をも

ち、先駆的、挑戦的な課題に取り組むとと

もに、国際社会においてグローバルな視点

で様々な問題を積極的かつ柔軟に解決す

ることのできる研究者、技術者となりうる

人材を育成することを目的としています。

応用物質化学
教育プログラム

物質材料工学教育プログラムでは、材

料工学とそれに関連する一般工学の基

礎知識に加え、材料工学の視点からグ

ローバルに課題を探求し、計画的・協

調的に課題を解決して社会に還元でき

る能力を備えた技術者や研究者を育て

ることを目的にしています。

物質材料工学
教育プログラム
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研究内容研究内容

生命化学および物質化学分野

生命工学

生命工学（バイオテクノロジー）は、生物学と工学との単なる組み

合わせではなく、化学、物理学、そして、医学、生物学といった

様々な学問が融合した学際的な学問分野です。私たちは、ナノ

材料の特徴的な物理的化学的性質を理解し、これを新しい医療

技術に発展させる研究

を進めています。また、

環境中の微生物や微量

食品成分の効果につい

ても研究し、人との関

わりについて理解を深

めています。

分析化学

「どのような形態で」存在するのかということを様々な手法を

用いて明らかにする研究分野です。標的物質を分離・分析する

技術は、化学一般、バイオ、環境、医療、食品など様々な領域

で重要な役割を担っています。我々は、おもにバイオ分析およ

び環境分析に関する研究を行なっております。また、得られた

知見を元に人工バイオ分子を作製し、これを用いて生体機能の

制御も試みております。

（a）金属イオンの刺激に応答してダイナミックに構造を変化させる人工核酸
（b） 核酸アプタマーを利用したmRNAグラニュールのライブセルイメージング

有機材料

有機材料とは、炭素を主要元素として、酸素・水素・窒素原子

などで構成される物質（化合物）の総称です。私たちの生活空間

にも、衣類（繊維）・プラスチック・ゴム・木材・紙・油脂・界面

活性剤・食品など日常を直接支える製品はもちろんのこと、液

晶・有機発光素子・有機半導体などの情報電子材料、人工臓器

などの医療材料など先端技術を間接的に支えている基盤材料で

す。有機材料は、分子レベルからの材料設計が可能であり、私た

ち人間の身体が行っている生体機能などのように、いろいろな形

態や機能を自由に選択できるという利点があります。この自由度

の高い潜在的特長は、

私たち研究者の開発意

欲を駆り立てるのに十

分な魅力を有していま

す。我々は主に、光に

関する最先端材料の開

発に取り組んでいます。

分子工学

分子の間の化学反応を促進させる物質を「触媒」と言い、工業的

な化学プロセスのみならず、エネルギー製造や環境保全に重要

な役割を担っています。例えば、水素と酸素を化学反応させて

電気と水を作り出す燃料電池を動かすにも、太陽エネルギーか

らクリーン燃料を作るにも、自動車の排気ガスをきれいにするに

も、触媒は欠かせませ

ん。環境とエネルギー

に貢献する触媒物質の

ナノからマクロレベルに

わたる基本設計と応用

研究を進めています。
触媒の電子顕微鏡写真およびX線マッピング

化学工学

化学工学は、分子レベルでの反応機構解析から実規模装置を用

いた実用化研究に至るまで幅広い研究フィールドと関わりがある

重要な学問・研究分野です。本研究室では、「環境・エネルギー」、

「機能材料合成プロセス」、「バイオマス」、「デバイス」、「リサイ

クル」、「天然物」をキーワードとして、ナノ材料合成技術、機能

デバイス開発、超臨界流体利用技術、バイオマス有効利用技術、

省エネルギープロセス、天然物回収プロセスなど多方面の研究を

進めています。

理論計算化学

数学や物理の理論、バイオインフォマティックス技術、コン

ピューターを高度に駆使することで、物質の構造や機能を詳し

く調べ、設計・予測を行う研究分野です。我々は、理論計算化

学の手法を使って、生命現象に関する医療品などの物質・環境

問題で重要な触媒材料・電子材料などの様々な物質を解析して

います。コンピューター上でナノサイズの世界を再現し、物質

の構造や機能の起源、それらの可能性を探ります。同時に、医

薬品や新物質の設計や発見する独自のソフトウェアを開発してい

ます。特に、力を入れているのが、「分子を探索する技術」です。

超分子化学

原子・分子が規則的に並ぶことによって、もともとの原子や分子

には無い機能が発現することがあります。このような原子・分子

の集積体を「超分子」と呼び、生命は、この超分子がさらに複雑に

組織化されることで機能しています。シンプルな分子を巧みに集

積させた新しい超分子

を創出することで、光

学材料・電子デバイ

ス・生体材料・医療材

料などの様々な分野に

応用するための研究を

行っています。

抗菌作用を示す銀ナノ粒子の分散液と電子
顕微鏡写真

太陽光の有効利用を目指す超分子ナノファイ
バー内包波長変換フィルム

照射波長により選択的に発光色を変化できる
新しい蛍光スイッチング分子システム

機能材料合成とデバイス開発およびバイオマス変換

(a) (b)
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研究内容研究内容

生命化学および物質化学分野

生命工学

生命工学（バイオテクノロジー）は、生物学と工学との単なる組み

合わせではなく、化学、物理学、そして、医学、生物学といった

様々な学問が融合した学際的な学問分野です。私たちは、ナノ

材料の特徴的な物理的化学的性質を理解し、これを新しい医療

技術に発展させる研究

を進めています。また、

環境中の微生物や微量

食品成分の効果につい

ても研究し、人との関

わりについて理解を深

めています。

分析化学

「どのような形態で」存在するのかということを様々な手法を

用いて明らかにする研究分野です。標的物質を分離・分析する

技術は、化学一般、バイオ、環境、医療、食品など様々な領域

で重要な役割を担っています。我々は、おもにバイオ分析およ

び環境分析に関する研究を行なっております。また、得られた

知見を元に人工バイオ分子を作製し、これを用いて生体機能の

制御も試みております。

（a）金属イオンの刺激に応答してダイナミックに構造を変化させる人工核酸
（b） 核酸アプタマーを利用したmRNAグラニュールのライブセルイメージング

有機材料

有機材料とは、炭素を主要元素として、酸素・水素・窒素原子

などで構成される物質（化合物）の総称です。私たちの生活空間

にも、衣類（繊維）・プラスチック・ゴム・木材・紙・油脂・界面

活性剤・食品など日常を直接支える製品はもちろんのこと、液

晶・有機発光素子・有機半導体などの情報電子材料、人工臓器

などの医療材料など先端技術を間接的に支えている基盤材料で

す。有機材料は、分子レベルからの材料設計が可能であり、私た

ち人間の身体が行っている生体機能などのように、いろいろな形

態や機能を自由に選択できるという利点があります。この自由度

の高い潜在的特長は、

私たち研究者の開発意

欲を駆り立てるのに十

分な魅力を有していま

す。我々は主に、光に

関する最先端材料の開

発に取り組んでいます。

分子工学

分子の間の化学反応を促進させる物質を「触媒」と言い、工業的

な化学プロセスのみならず、エネルギー製造や環境保全に重要

な役割を担っています。例えば、水素と酸素を化学反応させて

電気と水を作り出す燃料電池を動かすにも、太陽エネルギーか

らクリーン燃料を作るにも、自動車の排気ガスをきれいにするに

も、触媒は欠かせませ

ん。環境とエネルギー

に貢献する触媒物質の

ナノからマクロレベルに

わたる基本設計と応用

研究を進めています。
触媒の電子顕微鏡写真およびX線マッピング

化学工学

化学工学は、分子レベルでの反応機構解析から実規模装置を用

いた実用化研究に至るまで幅広い研究フィールドと関わりがある

重要な学問・研究分野です。本研究室では、「環境・エネルギー」、

「機能材料合成プロセス」、「バイオマス」、「デバイス」、「リサイ

クル」、「天然物」をキーワードとして、ナノ材料合成技術、機能

デバイス開発、超臨界流体利用技術、バイオマス有効利用技術、

省エネルギープロセス、天然物回収プロセスなど多方面の研究を

進めています。

理論計算化学

数学や物理の理論、バイオインフォマティックス技術、コン

ピューターを高度に駆使することで、物質の構造や機能を詳し

く調べ、設計・予測を行う研究分野です。我々は、理論計算化

学の手法を使って、生命現象に関する医療品などの物質・環境

問題で重要な触媒材料・電子材料などの様々な物質を解析して

います。コンピューター上でナノサイズの世界を再現し、物質

の構造や機能の起源、それらの可能性を探ります。同時に、医

薬品や新物質の設計や発見する独自のソフトウェアを開発してい

ます。特に、力を入れているのが、「分子を探索する技術」です。

超分子化学

原子・分子が規則的に並ぶことによって、もともとの原子や分子

には無い機能が発現することがあります。このような原子・分子

の集積体を「超分子」と呼び、生命は、この超分子がさらに複雑に

組織化されることで機能しています。シンプルな分子を巧みに集

積させた新しい超分子

を創出することで、光

学材料・電子デバイ

ス・生体材料・医療材

料などの様々な分野に

応用するための研究を

行っています。

抗菌作用を示す銀ナノ粒子の分散液と電子
顕微鏡写真

太陽光の有効利用を目指す超分子ナノファイ
バー内包波長変換フィルム

照射波長により選択的に発光色を変化できる
新しい蛍光スイッチング分子システム

機能材料合成とデバイス開発およびバイオマス変換

(a) (b)
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物質材料工学分野

高分子材料

高分子（いわゆるポリマー）を研究する分野です。高分子とは、

分子量がおよそ一万を超える巨大分子です。プラスチックや繊

維などの合成高分子、窓ガラスやシリコーンゴムなどの無機高

分子、たんぱく質やDNAなどの生体高分子などの例のように、

私たちの日常に深く関わっています。私たちは、「作る（合成）」、

「調べる（構造）」、「使

う（機能）」という観点

から、ユニークな機能

を持つ高分子材料を研

究開発しています。

材料物性

金属材料はなぜ強いのか？ どうしたらもっと強くなるのか？ どのよ

うに変形するのか？ どうやって破壊するのか？といった疑問に答え

るために、大きな単結晶や非常に小さな超微細結晶粒材料、高純

度材料などを用いた実験とコンピュータ・シミュレーションによる

理論解析を行い、原子

１つ１つのナノレベルか

ら金属材料について調

べ、より安全な材料の

開発に役立てています。

材料構造制御

安心・安全な社会の構築には、目に見えないガスを可視化（検

出）することが重要です。例えば、ガス漏れを察知できれば防

災に繋がり、人間の呼気や皮膚からガス検出することで健康管

理に繋がります。そこで、水熱処理、電気化学処理、化学気相

成長によって材料の形

や構造を制御し、マイ

クロ・ナノオーダーの

デバイスを開発してい

ます。またその特性評

価を通じて、新しい機

能を見出しています。

エコプロセッシング

金属、セラミックス、半導体等、私たちの生活を支える多くの

材料は、常に進化していて、その製造方法もまた、日進月歩で

開発されています。強磁場や強電場等、これまでに無かった手

法を用いて、高機能の

半導体薄膜や陽極酸化

薄膜さらにはゼオライ

ト微粒子製造に挑戦し

ています。

材料組織・界面制御学

人のように材料も個性的な顔（微細組織）を持っています。また、

その顔つきにより材料の性格（特性）もかわります。電子顕微鏡

等を駆使してナノからミクロスケールで材料を観察すると、その

素顔はよりはっきりとわかり、新材料開発のヒントを与えてくれ

ます。「微細組織を解析し設計・制御する」ことで、太陽電池用

材料、タービン用耐熱材料などの社会を支える基盤材料の研究

開発を行っています。

無機材料

無機化合物の性質・形・大きさなどを制御して、社会に役立つ

材料を開発する研究分野です。金属酸化物やカーボンといった

無機材料は、電子部品・触媒・建築材など様々な領域で重要な

役割を担っています。

我々は、新しい無機材

料の設計・合成・デバ

イス化を行い、それら

の物理化学的・電気化

学的な物性や機能発現

を目指す研究を行って

います。

電気化学

物質の「酸化還元反応」、すなわち物質間の電子の授受によっ

て生じる電気と化学エネルギー変換や物質変換などの取り扱う

研究分野です。低炭素化社会を実現する電池などの蓄電デバイ

スの開発や呼吸鎖での電子伝達などの生命現象の解明など様々

な領域で重要な役割を担っています。我々は、界面ナノ計測を

主たる手法として、環境負荷低減が期待される新規ナノ構造形

成や触媒デザインによ

る新たな機能探索、電

気化学センサー開発、

電極反応のメカニズム

解明に関する研究を

行っています。

酵素化学

酵素は、生体内で作られ、生体内の化学反応を触媒するタンパク

質です。酵素化学は、酵素機能を分子レベルで化学的に理解す

る研究分野です。私たちは、酵素の設計図である遺伝子探索、

酵素反応の特異性と速さ、酵素の分子構造などの解析を研究手

法としています。この研究によって、酵素阻害剤の種（seed）に

なる化合物を探索して、

酵素阻害剤としての効

果を高めるためにドラッ

グデザインすることで、

検査薬や治療薬の開発

を目指しています。

生命化学および物質化学分野

ポリアゾメチン型π共役高分子ナノ薄膜中の
ナノウォール構造 厚さ1nmのシート形状をもつ酸化物ナノシート

発光材料

高次フラーレンと白金ポルフィリンの超分子構
造のナノレベル可視化

薬剤耐性菌が産生する酵素メタロ-β-ラクタ
マーゼの分子構造（オレンジの球体はZn(II)イ
オンです）

金属材料中をき裂がすすむ過程の原子構造シ
ミュレーション

ナノサイズのガス吸着アンテナがくし形電極
（５μmギャップ、50本くし歯）に密集したデバイス

２テスラの磁場中で製造したアルミニウムの
陽極酸化皮膜

次世代航空機ジェットエンジン用超高温材料として開発が進められている
MoSiBTiC合金を2次元走査型電子顕微鏡像と同視野からMo5SiB2相のみ
を抽出した3次元像
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物質材料工学分野

高分子材料

高分子（いわゆるポリマー）を研究する分野です。高分子とは、

分子量がおよそ一万を超える巨大分子です。プラスチックや繊

維などの合成高分子、窓ガラスやシリコーンゴムなどの無機高

分子、たんぱく質やDNAなどの生体高分子などの例のように、

私たちの日常に深く関わっています。私たちは、「作る（合成）」、

「調べる（構造）」、「使

う（機能）」という観点

から、ユニークな機能

を持つ高分子材料を研

究開発しています。

材料物性

金属材料はなぜ強いのか？ どうしたらもっと強くなるのか？ どのよ

うに変形するのか？ どうやって破壊するのか？といった疑問に答え

るために、大きな単結晶や非常に小さな超微細結晶粒材料、高純

度材料などを用いた実験とコンピュータ・シミュレーションによる

理論解析を行い、原子

１つ１つのナノレベルか

ら金属材料について調

べ、より安全な材料の

開発に役立てています。

材料構造制御

安心・安全な社会の構築には、目に見えないガスを可視化（検

出）することが重要です。例えば、ガス漏れを察知できれば防

災に繋がり、人間の呼気や皮膚からガス検出することで健康管

理に繋がります。そこで、水熱処理、電気化学処理、化学気相

成長によって材料の形

や構造を制御し、マイ

クロ・ナノオーダーの

デバイスを開発してい

ます。またその特性評

価を通じて、新しい機

能を見出しています。

エコプロセッシング

金属、セラミックス、半導体等、私たちの生活を支える多くの

材料は、常に進化していて、その製造方法もまた、日進月歩で

開発されています。強磁場や強電場等、これまでに無かった手

法を用いて、高機能の

半導体薄膜や陽極酸化

薄膜さらにはゼオライ

ト微粒子製造に挑戦し

ています。

材料組織・界面制御学

人のように材料も個性的な顔（微細組織）を持っています。また、

その顔つきにより材料の性格（特性）もかわります。電子顕微鏡

等を駆使してナノからミクロスケールで材料を観察すると、その

素顔はよりはっきりとわかり、新材料開発のヒントを与えてくれ

ます。「微細組織を解析し設計・制御する」ことで、太陽電池用

材料、タービン用耐熱材料などの社会を支える基盤材料の研究

開発を行っています。

無機材料

無機化合物の性質・形・大きさなどを制御して、社会に役立つ

材料を開発する研究分野です。金属酸化物やカーボンといった

無機材料は、電子部品・触媒・建築材など様々な領域で重要な

役割を担っています。

我々は、新しい無機材

料の設計・合成・デバ

イス化を行い、それら

の物理化学的・電気化

学的な物性や機能発現

を目指す研究を行って

います。

電気化学

物質の「酸化還元反応」、すなわち物質間の電子の授受によっ

て生じる電気と化学エネルギー変換や物質変換などの取り扱う

研究分野です。低炭素化社会を実現する電池などの蓄電デバイ

スの開発や呼吸鎖での電子伝達などの生命現象の解明など様々

な領域で重要な役割を担っています。我々は、界面ナノ計測を

主たる手法として、環境負荷低減が期待される新規ナノ構造形

成や触媒デザインによ

る新たな機能探索、電

気化学センサー開発、

電極反応のメカニズム

解明に関する研究を

行っています。

酵素化学

酵素は、生体内で作られ、生体内の化学反応を触媒するタンパク

質です。酵素化学は、酵素機能を分子レベルで化学的に理解す

る研究分野です。私たちは、酵素の設計図である遺伝子探索、

酵素反応の特異性と速さ、酵素の分子構造などの解析を研究手

法としています。この研究によって、酵素阻害剤の種（seed）に

なる化合物を探索して、

酵素阻害剤としての効

果を高めるためにドラッ

グデザインすることで、

検査薬や治療薬の開発

を目指しています。

生命化学および物質化学分野

ポリアゾメチン型π共役高分子ナノ薄膜中の
ナノウォール構造 厚さ1nmのシート形状をもつ酸化物ナノシート

発光材料

高次フラーレンと白金ポルフィリンの超分子構
造のナノレベル可視化

薬剤耐性菌が産生する酵素メタロ-β-ラクタ
マーゼの分子構造（オレンジの球体はZn(II)イ
オンです）

金属材料中をき裂がすすむ過程の原子構造シ
ミュレーション

ナノサイズのガス吸着アンテナがくし形電極
（５μmギャップ、50本くし歯）に密集したデバイス

２テスラの磁場中で製造したアルミニウムの
陽極酸化皮膜

次世代航空機ジェットエンジン用超高温材料として開発が進められている
MoSiBTiC合金を2次元走査型電子顕微鏡像と同視野からMo5SiB2相のみ
を抽出した3次元像
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ナノカーボン材料

炭素は軽くて強く、さまざまな優れた特性を示し、環境にやさ

しい上に入手しやすい優秀な材料です。フラーレンやナノ

チューブのように炭素でナノ材料をつくると、従来の材料では

実現できなかった機能を持たせられる可能性があります。我々

は独自のナノカーボン

材料を開発して、資源・

環境・エネルギー・医

療・輸送・情報などの

幅広い分野で課題の解

決に取り組みます。

微細構造解析

物質・材料のさらなる高性能化・高機能化には、原子・ナノス

ケールでの組織制御が極めて重要となります。本研究室では、

透過電子顕微鏡によるナノ構造解析を行い、形状記憶合金など

の機能性材料やT i基合

金など構造材料の高性

能化を図るとともに、

新規材料の開発に向け

た材料設計指針に関す

る研究を行っています。

固体力学

工業製品は、高機能かつ安全に長く使用できることが望まれて

います。そのためには、構成材料の力学挙動を高精度に予測す

る解析手法が必要です。本研究室では、主に構造材料を対象と

して、微視的変形機構に基づき巨視的な力学挙動を評価可能な

数値解析手法の開発と共に、その材料設計や構造設計への応用

に関する研究を行なっています。

熊大マグネシウム合金の変形解析結果。微視構造と単結晶特性を考慮して不均
一変形が定量的に評価できます。

先端材料

材料の強さ、機能は、材料を構成するマイクロスケールの微

視組織に支配されており、高性能材料を開発するためには、

微視組織の性質・機能を明らかにする必要があります。そこ

で、世界初となる材料の微視組織から作製したミクロンサイ

ズの微小試験片の機械

的性質評価や、透過型

電子顕微鏡を用いた微

細構造の解析により、

高性能・高機能先端材

料を設計・開発を行っ

ています。

環境調和材料

地球温暖化現象に代表される環境問題は私たちの身近な危機迫

る問題になりつつあります。そこで私たちは、自動車や鉄道車

両、航空機といった輸送機器に欠かせない金属材料を軽量化す

ることで省エネルギー社会構築に貢献しようと考えました。現

在は、高強度で熱にも

強く錆び難い「長周期

積層構造型マグネシウ

ム合金」の開発を行っ

ています。

機能材料設計

セラミックス材料を中心に、優れた機能を持つ材料の創製を目指し

て研究開発を行っています。新しい材料製造プロセスや先進的な

微細構造制御技術を案出しながら、環境・エネルギー分野への応

用が期待できる膜材料や燃料電池用材料について研究しています。

膜材料の研究では分子オーダーの小さな孔を有するゼオライトと

呼ばれる物質に、また燃

料電池用材料の研究で

は次世代型として注目

される低温作動固体酸

化物形燃料電池に関す

る研究を進めています。
電解質多層膜からなる高性能な固体酸化物
形燃料電池の走査型電子顕微鏡写真。YSZ
とSDCで示された層が電解質で、Ni-YSZと
LSCFと記されたところは電極。

高強度マグネシウム合金の透過電子顕微鏡
写真。白いコントラストは亜鉛とイットリウム元
素に対応します。原子レベルの組織制御によ
り従来材料を凌駕する高強度材料を開発する
ことが出来ます。

世界最小の超微小切欠付き曲げ試験片。人
間の髪の毛の断面の１／10より小さい試験
片について、破壊靭性や疲労特性の計測に
世界初で成功しました。

高温形状記憶合金として期待されるジルコニ
ウム合金の透過電子顕微鏡像。

新開発の壷型ナノ物質「カーボンナノポット」の
透過電子顕微鏡像と構造模式図

物質材料工学分野物質材料工学分野
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ナノカーボン材料

炭素は軽くて強く、さまざまな優れた特性を示し、環境にやさ

しい上に入手しやすい優秀な材料です。フラーレンやナノ

チューブのように炭素でナノ材料をつくると、従来の材料では

実現できなかった機能を持たせられる可能性があります。我々

は独自のナノカーボン

材料を開発して、資源・

環境・エネルギー・医

療・輸送・情報などの

幅広い分野で課題の解

決に取り組みます。

微細構造解析

物質・材料のさらなる高性能化・高機能化には、原子・ナノス

ケールでの組織制御が極めて重要となります。本研究室では、

透過電子顕微鏡によるナノ構造解析を行い、形状記憶合金など

の機能性材料やT i基合

金など構造材料の高性

能化を図るとともに、

新規材料の開発に向け

た材料設計指針に関す

る研究を行っています。

固体力学

工業製品は、高機能かつ安全に長く使用できることが望まれて

います。そのためには、構成材料の力学挙動を高精度に予測す

る解析手法が必要です。本研究室では、主に構造材料を対象と

して、微視的変形機構に基づき巨視的な力学挙動を評価可能な

数値解析手法の開発と共に、その材料設計や構造設計への応用

に関する研究を行なっています。

熊大マグネシウム合金の変形解析結果。微視構造と単結晶特性を考慮して不均
一変形が定量的に評価できます。

先端材料

材料の強さ、機能は、材料を構成するマイクロスケールの微

視組織に支配されており、高性能材料を開発するためには、

微視組織の性質・機能を明らかにする必要があります。そこ

で、世界初となる材料の微視組織から作製したミクロンサイ

ズの微小試験片の機械

的性質評価や、透過型

電子顕微鏡を用いた微

細構造の解析により、

高性能・高機能先端材

料を設計・開発を行っ

ています。

環境調和材料

地球温暖化現象に代表される環境問題は私たちの身近な危機迫

る問題になりつつあります。そこで私たちは、自動車や鉄道車

両、航空機といった輸送機器に欠かせない金属材料を軽量化す

ることで省エネルギー社会構築に貢献しようと考えました。現

在は、高強度で熱にも

強く錆び難い「長周期

積層構造型マグネシウ

ム合金」の開発を行っ

ています。

機能材料設計

セラミックス材料を中心に、優れた機能を持つ材料の創製を目指し

て研究開発を行っています。新しい材料製造プロセスや先進的な

微細構造制御技術を案出しながら、環境・エネルギー分野への応

用が期待できる膜材料や燃料電池用材料について研究しています。

膜材料の研究では分子オーダーの小さな孔を有するゼオライトと

呼ばれる物質に、また燃

料電池用材料の研究で

は次世代型として注目

される低温作動固体酸

化物形燃料電池に関す

る研究を進めています。
電解質多層膜からなる高性能な固体酸化物
形燃料電池の走査型電子顕微鏡写真。YSZ
とSDCで示された層が電解質で、Ni-YSZと
LSCFと記されたところは電極。

高強度マグネシウム合金の透過電子顕微鏡
写真。白いコントラストは亜鉛とイットリウム元
素に対応します。原子レベルの組織制御によ
り従来材料を凌駕する高強度材料を開発する
ことが出来ます。

世界最小の超微小切欠付き曲げ試験片。人
間の髪の毛の断面の１／10より小さい試験
片について、破壊靭性や疲労特性の計測に
世界初で成功しました。

高温形状記憶合金として期待されるジルコニ
ウム合金の透過電子顕微鏡像。

新開発の壷型ナノ物質「カーボンナノポット」の
透過電子顕微鏡像と構造模式図

物質材料工学分野物質材料工学分野
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化学、物理学、医学、生物学、工学といった様 な々学問が融

合したバイオテクノロジー。新留 琢郎教授の研究室では、ナノ

材料の特徴的な性質を生かして新しい治療技術に発展させていく研

究を進めています。「様々なナノ材料の中でも、とくに私たちが注目し

ているのが“金”と“銀”のナノ粒子です。これらを医療分野に応用し、体

内へ効果的に薬を運ぶ『ドラッグデリバリー』の研究を行っています。た

とえば、金や銀のナノ粒子に近赤外光を照射することで、病気になっ

た部位だけを加熱できるんです。そして、そのとき発生した熱で金や

銀でコーティングしていた薬を効果的に放出できる。そうした仕組みを

作ろうと、研究に取り組んでいます」

　研究に用いるナノ粒子を、自分たちの手で作り出している新留教授

の研究室。とくに銀ナノ粒子は抗菌活性を持つことが知られていて、

薬の運び屋としての役割だけでなく、ナノ粒子そのものが“薬”にもなる

と言うから驚きです。「銀ナノ粒子の表面に金ナノ粒子をコーティングし

ます。これを感染部分に運び、そこに近赤外光をあてると、ナノ粒子

が変形して、内部にある銀が外へ出てきて、抗菌作用を示します。

金コートは銀の毒性を抑える働きがありますから、光を当てたところだ

けで抗菌作用が現れ、副作用を抑えることができるんです」。金属の

ナノ材料を使って薬を運び、これまでは難しかった感染症などの病気

を治そうと医学部と共同で研究開発を進めている新留教授。2017年

には、研究成果をまとめた論文がイギリスで発表されました。

薬の運搬だけでなく“銀”そのものが薬となる

化学をもとに新しい治療へ関与
医療との橋渡し役に

P R O F I L E

1966年鹿児島生まれ。1994年九州大学大学院理学研究科化学専攻博士課程
修了、博士（理学）取得。長崎大学工学部応用化学科 助手、文部科学省在外研究
員（米国ピッツバーグ大学薬学部）、長崎大学大学院生産科学研究科 助手、九州
大学大学院工学研究院応用化学部門 助教授、九州大学大学院工学研究院応用
化学部門 准教授、熊本大学大学院自然科学研究科 産業創造工学専攻 物質生
命化学講座 教授、2016年12月から熊本大学大学院先端科学研究部 生体関連
材料分野 教授、現在に至る。
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卒業後の進路

● 進  学 … 
熊本大学大学院、九州大学大学院、
京都大学大学院、東京工業大学大学院、
筑波大学大学院 など

● 就  職　　
化学・石油・環境・エネルギー… 
三菱レイヨン、テルモ、日立化成、花王、旭化成、
旭硝子、日本触媒、三菱化学、ブリジストン、
東洋紡、三洋化成、日揮触媒化成、
富士フィルム、カネカ、帝人、興人 など 

鉄鋼・金属 … 
新日鐵住金、神戸製鋼所、三菱マテリアル、
三井金属鉱業、日本鋳鍛鋼、山陽特殊製鋼、
東洋鋼鈑、DOWAホールディングス、
日立金属、日鉄住金ハード、日新製鋼、
大阪製鐵、大同特殊鋼、愛知製鋼、
広島アルミニウム など 

機械・精密・自動車 … 
三菱重工、川崎重工、本田技研、トヨタ自動車、
トヨタ自動車九州、日産自動車、スズキ自動車、
ダイハツ工業、アイシン九州、日本精工、
日之出水道機器、三井ハイテック、LIXIL、
平田機工、リケン、名村造船所 など 

電機・半導体 … 
パナソニック、東芝、日東電工、三菱電機、
富士電機、古河電気工業、東京エレクトロン、
ソニーセミコンダクタ九州、
富士通九州システムサービス、野毛電気工業 など 

食品・製薬・化粧品・バイオ …
雪印メグミルク、森永乳業、ヱスビー食品、
味の素、ナリス化粧品、コーセー、新田ゼラチン、
日本製粉、大正製薬、中外製薬、大塚製薬、
日本新薬、久光製薬 など 

セラミックス …
黒崎播磨、日本タングステン、京セラ、
日本特殊陶業、日本ガイシなど 

公務員・教員・研究機関 …
産業技術総合研究所、三和化学研究機構、
化学物質評価研究機構、法務省入国管理局、
熊本県庁行政職、熊本大学（事務系職員）など 

その他業種 …
三菱化学物流、西部ガス、日本たばこ産業株式会社、
鶴屋百貨店、東京海上日動火災保険、西日本鉄道 など  

● その他 … 
公務員試験、専門学校、留学など 

進学・就職状況

光でコントロールする銀ナノ粒子からの銀イオンの放出

ヒトの細胞を使った実験をしている学生と

ステント

銀ナノプレートの電子顕微鏡写真

　学科を目指す学生には「いろんなことに興味を持って」とアドバイス。

「あらゆることがサイエンスに繋がります。歴史にしても、今起こってい

る事象にストーリーがあるのと同様、テクノロジーも経緯があって発展し

てきたわけですから。何ごとも本質にたどり着くにはいろんな引き出しを

持つこと。熊大には、ここでしかできない研究がたくさんあります。学生

たちには、縁あって身を置いた場所で頑張ってもらいたいです」

本大学といえばKUMADAIマグネシウム

の研究で世界的に有名ですが、新留

教授はマグネシウムを応用した『冠動脈ス

テント』の実用化にも取り組んでいます。た

とえば狭心症は、心臓に血液を運ぶ冠動

脈へ血液が行き届かなくなり、動脈硬化が

進行して起こる病気。血管が狭くなると、心

筋梗塞を引き起こします。そこで一般的なのが

『ステント治療』で、血管にバルーンを挿入して拡

げ、ステントと呼ばれる金属の網だけを残して血流を確保しま

す。「ステントに使われる金属はステンレスやコバルトクロムなどが多く、

体内にずっと残ります。要は異物ですから、血液凝固剤などを一生

飲み続けないといけません。さらに血管が再び狭くなるという問題も

残っています。私たちが開発しているマグネシウム合金製のステントだ

と時間が経てば体内で分解されてなくなり、薬を一生飲み続ける必

要もありませんし、もし再び血管が狭くなっても、もう一度ステントを入

れることができます。現在は熊本のベンチャー企業や他大学と共同

研究も進めていて、私たちは表面の薬物コーティングを担っていま

す」。ドイツをはじめとする世界の企業が開発競争をしており、新留教

授のもとで研究に携わる学生たちもその最前線に立っています。「化

学をもとに新しい治療に関わる研究を行うことができることは工学部の

醍醐味といえます。ただ、実用化には安全性試験や臨床試験に数

十億、数百億もの研究費がかかりますからベンチャーや大手企業が

関わらないと到底出来ません。そこを橋渡しするのが私たちの役割

です」
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化学、物理学、医学、生物学、工学といった様 な々学問が融

合したバイオテクノロジー。新留 琢郎教授の研究室では、ナノ

材料の特徴的な性質を生かして新しい治療技術に発展させていく研

究を進めています。「様々なナノ材料の中でも、とくに私たちが注目し

ているのが“金”と“銀”のナノ粒子です。これらを医療分野に応用し、体

内へ効果的に薬を運ぶ『ドラッグデリバリー』の研究を行っています。た

とえば、金や銀のナノ粒子に近赤外光を照射することで、病気になっ

た部位だけを加熱できるんです。そして、そのとき発生した熱で金や

銀でコーティングしていた薬を効果的に放出できる。そうした仕組みを

作ろうと、研究に取り組んでいます」

　研究に用いるナノ粒子を、自分たちの手で作り出している新留教授

の研究室。とくに銀ナノ粒子は抗菌活性を持つことが知られていて、

薬の運び屋としての役割だけでなく、ナノ粒子そのものが“薬”にもなる

と言うから驚きです。「銀ナノ粒子の表面に金ナノ粒子をコーティングし

ます。これを感染部分に運び、そこに近赤外光をあてると、ナノ粒子

が変形して、内部にある銀が外へ出てきて、抗菌作用を示します。

金コートは銀の毒性を抑える働きがありますから、光を当てたところだ

けで抗菌作用が現れ、副作用を抑えることができるんです」。金属の

ナノ材料を使って薬を運び、これまでは難しかった感染症などの病気

を治そうと医学部と共同で研究開発を進めている新留教授。2017年

には、研究成果をまとめた論文がイギリスで発表されました。

薬の運搬だけでなく“銀”そのものが薬となる

化学をもとに新しい治療へ関与
医療との橋渡し役に
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卒業後の進路

● 進  学 … 
熊本大学大学院、九州大学大学院、
京都大学大学院、東京工業大学大学院、
筑波大学大学院 など

● 就  職　　
化学・石油・環境・エネルギー… 
三菱レイヨン、テルモ、日立化成、花王、旭化成、
旭硝子、日本触媒、三菱化学、ブリジストン、
東洋紡、三洋化成、日揮触媒化成、
富士フィルム、カネカ、帝人、興人 など 

鉄鋼・金属 … 
新日鐵住金、神戸製鋼所、三菱マテリアル、
三井金属鉱業、日本鋳鍛鋼、山陽特殊製鋼、
東洋鋼鈑、DOWAホールディングス、
日立金属、日鉄住金ハード、日新製鋼、
大阪製鐵、大同特殊鋼、愛知製鋼、
広島アルミニウム など 

機械・精密・自動車 … 
三菱重工、川崎重工、本田技研、トヨタ自動車、
トヨタ自動車九州、日産自動車、スズキ自動車、
ダイハツ工業、アイシン九州、日本精工、
日之出水道機器、三井ハイテック、LIXIL、
平田機工、リケン、名村造船所 など 

電機・半導体 … 
パナソニック、東芝、日東電工、三菱電機、
富士電機、古河電気工業、東京エレクトロン、
ソニーセミコンダクタ九州、
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食品・製薬・化粧品・バイオ …
雪印メグミルク、森永乳業、ヱスビー食品、
味の素、ナリス化粧品、コーセー、新田ゼラチン、
日本製粉、大正製薬、中外製薬、大塚製薬、
日本新薬、久光製薬 など 

セラミックス …
黒崎播磨、日本タングステン、京セラ、
日本特殊陶業、日本ガイシなど 

公務員・教員・研究機関 …
産業技術総合研究所、三和化学研究機構、
化学物質評価研究機構、法務省入国管理局、
熊本県庁行政職、熊本大学（事務系職員）など 
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鶴屋百貨店、東京海上日動火災保険、西日本鉄道 など  

● その他 … 
公務員試験、専門学校、留学など 

進学・就職状況

光でコントロールする銀ナノ粒子からの銀イオンの放出

ヒトの細胞を使った実験をしている学生と

ステント

銀ナノプレートの電子顕微鏡写真

　学科を目指す学生には「いろんなことに興味を持って」とアドバイス。
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本大学といえばKUMADAIマグネシウム

の研究で世界的に有名ですが、新留
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脈へ血液が行き届かなくなり、動脈硬化が

進行して起こる病気。血管が狭くなると、心

筋梗塞を引き起こします。そこで一般的なのが

『ステント治療』で、血管にバルーンを挿入して拡

げ、ステントと呼ばれる金属の網だけを残して血流を確保しま

す。「ステントに使われる金属はステンレスやコバルトクロムなどが多く、

体内にずっと残ります。要は異物ですから、血液凝固剤などを一生

飲み続けないといけません。さらに血管が再び狭くなるという問題も

残っています。私たちが開発しているマグネシウム合金製のステントだ

と時間が経てば体内で分解されてなくなり、薬を一生飲み続ける必

要もありませんし、もし再び血管が狭くなっても、もう一度ステントを入

れることができます。現在は熊本のベンチャー企業や他大学と共同

研究も進めていて、私たちは表面の薬物コーティングを担っていま

す」。ドイツをはじめとする世界の企業が開発競争をしており、新留教

授のもとで研究に携わる学生たちもその最前線に立っています。「化

学をもとに新しい治療に関わる研究を行うことができることは工学部の

醍醐味といえます。ただ、実用化には安全性試験や臨床試験に数

十億、数百億もの研究費がかかりますからベンチャーや大手企業が
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